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Ⅷ．牛、馬による事故

今回の事例は、酪農関係が4例、肥育関係が10例であり、うち１例は馬の事故であった。

１．酪農での事故

１．酪農における事故 （１）牛がぶつかって来た １４１

ミルキングパーラー前の待機場の中で背後にいた牛がぶつかってきて転倒。右手首

骨折、神経損傷、入院なし、通院中（7カ月）

（平成24年 10月 午前6時30分頃 女性・57歳 パーラー待機場で）

事故の概要

朝の搾乳を始めて間もなく、

待機場（約10m四方）からパー

ラーに牛が入って来なくなっ

たため、牛がひしめく待機場

に入って、棒で牛をパーラー

の方に促していたところ、背

後にいた牛がぶつかってきて、

その結果よろけて右手を強く

床に着いた。待機場から自力

で出て、パーラー内で搾乳し

ていた夫に救急車を呼んでも

らったが隊員の勤務交替中で対応できないと言われ、夫の車で移動しながら近くの病院に

電話したが、断られ、さらに別の病院も医師が不在とのこと。娘に電話して、ネットで調

べてもらい、事故発生から２時間後にようやく病院に辿り着いた。途中、痛みが増してき

たため、夫が患部に添え木を当てて腕吊りをしてくれ、多少楽になった。診察後、専門医

のいる別の病院に転院、１週間後に手術を受けた。しびれがあり、握力も低下し、できな

い作業があり、日常生活でも不自由を感じることがあるとのこと。

事故原因と対策

牛が密集している状態の待機場に一人で入ってしまった。よろけたとき床に倒れると、

驚いた牛に踏みつけられると思い、右手で強く突っ張ったため、手首に負荷がかかった。

牛が密集した待機場は危険であるため、入らず、間接的に牛を誘導する方法（パーラー

入口と反対側にあるゲートの外から声を掛ける等）をとるべきであったが、検討されてい

なかった。待機場の床は硬質ゴム製で、表面に細かいイボが施されていたがすり減って滑

らかな状態になっていた。対策として、一人では待機場に入らないようにした。また、蹴

り癖のある牛や病気の牛などに色違いのマークを足首に巻いてわかりやすくしている。

事故現場の見取り図
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１．酪農における事故 （２）牛に踏まれた ① １４２

搾乳中、牛舎に入ってきた子どもの声に驚いた牛に左太腿を踏まれ、左足首を捻

った。左足踵骨折、通院1.5カ月

（平成23年7月 午前6時30分頃 繋ぎ飼い牛舎（対尻式）男性・46歳）

事故の概要

夏休みで自宅にいた小学

校高学年の子ども２人に朝

の搾乳を手伝わせようとし

た。朝、牛舎の奥の方で搾

乳作業していると子どもた

ちが駆け寄り、大声で「お

はよう！」と叫んだため、

牛（体重約600kg）が驚いて

足踏みをした。その拍子に

牛の右後脚がしゃがんでい

た左腿付け根に乗りかかり、

つぶされるようにして左足

首を捻った。

妻の車で受診。医師から入院するよう言われたが、仕事の多忙を理由にギブスで固定措

置をしてもらった後、帰宅した。帰宅後は牛舎での作業ができなかったため、１カ月半の

間、ヘルパーを雇った。

労災保険に加入して

いたので、治療費は賄

うことができたが、休

業補償を申請すること

ができなかったため、

ヘルパー代の支出が大

きかった。

事故原因と対策

子どもは牛が予測困

難な行動をとるという

ことを知らなかったう

えに、牛舎内での注意

事項を子どもたちに十分に伝えていなかった。事故後は、子どもたちに牛舎内での注意す

る項目を徹底するよう指導した。

事故現場の見取り図

事故現場の牛舎（右の通路の奥が現場）
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１．酪農における事故 （２）牛に踏まれた ② １４３

朝の搾乳時、フリーストール牛舎から搾乳室に追い込む途中、牛の後ろ足で左足

の第Ⅴ指を踏まれた。左足第Ⅴ指圧挫傷

（平成21年6月 午前8時頃 男性・60歳）

事故の概要

朝の搾乳時、フリー

ストール牛舎から搾乳

室に牛を追い込む作業

をしていた。途中水飲

み場があり、ここで動

かなくなったため、牛

の近くに寄って追い立

てた際、牛に囲まれる

形になり、一頭の牛の

後ろ足で左足第Ⅴ指の

外側を踏まれた。捻る

ように踏みつけられケ

ガをした。出血はなか

った。

ひどい痛みだったが、

我慢しながら夕方の搾乳作業も行った。夜には足が腫れて黒くなり、痛みと寒気がして眠

れなかった。翌朝の搾乳作業も行ったが、足が長靴に入らないくらい腫れていた。10時頃、

妻の運転で受診した。骨には異常がなかった。

毎日通院し、痛いときには氷で冷やした。数日後、病院で化膿している部分を切開し排

膿したら痛みが引いた。

事故原因と対策

事故現場付近の通路が少し狭くなっており、さらに水飲み場があり、牛が滞りやすくな

っている。要改善点である。安全靴を履いていたら軽傷で済んだかもしれない。

対策として、牛を追うときは、あまり牛の群れには入らないように意識し、牛に囲まれ

ないように、挟まれたり蹴られたりしないようにしている。

パーラー方向から見た事故現場の牛の通路。右写真は受傷部
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１．酪農における事故 （３）給餌中の死後 １４４

配合飼料を牛に給餌していたら、乾乳中の牛が首を伸ばし台車を引き寄せた。そ

のとき台車と柱の間に左手小指を挟まれた。左手小指先端部骨折

（平成25年8月 午前12時頃 男性・62歳）

事故の概要

配合飼料を牛に給餌してい

た。繋ぎ飼いの牛舎の端にお

産前の乾乳中の牛がいた。乾

乳中の牛には配合飼料はやら

ず、干し草のみをやる。

台車で配合飼料を他の牛に

やりながら、乾乳中の牛の前

を素通りしようとしたら、そ

の牛が首を伸ばして、あごで

台車を引き寄せようとした。

それを止めようと、台車を手

で押さえたとき、柱と台車の間に左手小指が挟まれた。

夕方になっても痛みが引かなかったが、日曜日であったので我慢し、翌日整形外科を受

診。左小指の先端部が骨折していた。現在も痛みあり。特に寝た後、朝方痛みを感じる。

なお、台車の大きさは、縦101cm、横幅62cm、 台車の高さ72cm、下から容器の下面まで

の高さ43cmであった。

事故原因と対策

乾乳中の牛には、牛に

とっては美味しいと感じ

る配合飼料はやらず、干

し草のみをやるのだが、

ねだる牛には少しばかり

の配合飼料を撒き餌のよ

うにして与え、その場を

離れるのであるが、この

時は、全く与えず素通り

しようとした。

この場合、少し与えて

おれば良かったかもしれない、とのこと。なお、手袋はされていない。

また、えさの台車の面取りはされておらず、台車を押さえた場所は、とくに縁が鋭かっ

た。農作業現場の作業用具に、他産業と同様な面取りの考え方が必要と考えられ、また柱

などもクッションのある部材を保護具として使うことができないものであろうか。

配合飼料を乗せた台車を押していて、乾乳中の牛が首を伸ばした。

面取りがされていない台車の鉄枠。厚さ2.5mm
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２．肥育での事故

２．肥育での事故 （１）角で突かれた ① １４５

当日生まれた仔牛の牛房に入って作業中、母牛に倒され、角で何度も突かれた。

胸部および左腕と左脇の打撲。通院１．５ヶ月

（平成25年7月 午前6時と午後5時頃の2回 女性・57歳）

事故の概要

朝6時頃、牛舎に行ったら仔牛が生まれて

いた。仔牛が柵から出ないように、一番下

の柵の下に小さな柵を付けようと牛房に入

ったところ、親牛が頭を振り回したため、

転ばされたうえ5～6回突かれながら通路の

方に飛ばされた。この時、胸付近を痛めた。

自車にて朝受診。午後になって痛みが続

くので外科医院に行ってレントゲンを撮っ

てもらったが、骨に異常はく、痛み止めと

湿布を処方された。

夕方5時頃、ボロ出しのために牛舎に行った。給餌槽前の鉄柵に親牛の頭を括り付けてお

けば大丈夫と思い、ロープを角（短く切ってある）に掛けて鼻のところのロープに通そう

としたところ、牛房内に引っ張られて給餌槽の反対側の右隅で何十回も突かれた。無意識

に体を守ろうとしたらしく、左腕全体と左脇腹が内出血していた。

翌朝、外科医院を再度受診したが、やはり骨には異常がなく痛み止めを処方された。痛

みが引かず、左半身のあちこちが内出血で黒くなってきたので、次の日の朝、町立診療所

の外科医に診てもらった。痛み止めの注射を打ってもらい、サポータをした。3日ぐらい風

呂やシャワーがきつかった。

事故原因と対策

朝の事故で、牛舎の作業はやめておけば、夕方の事故は避けられたかもしれない。

角を切ってからおとなしくなったので油断していた。単独作業であった。給餌槽のところ

の柵は間隔が広くなっていて、容易に牛房内に引き込まれるようになっている。ロープを

持った手を離せばよかったかもしれないが、咄嗟のことで、どのように牛房の隅に持って

いかれたのかもよく覚えていないとのこと。

事故後、夫から、「牛が落ち着きを取り戻すまで誰も入るな」と言われ、事故後１週間以

上牛房内に入らなかった。

ご主人は、「牛は、いうことを聞かないときなどにいじめてしまうと、覚えていて、後で

いろいろ支障が出てしまう。スキンシップを図ってこの人は安全・安心と思わせるように

しつけた方が絶対良い結果を生むと信じている。家族には牛をいじめるなと言っている」

といわれていた。

当日の朝、お産をした子牛の世話に入り、
母牛から右奥隅で何度も角で突かれた
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２．肥育での事故 （１）角で突かれた ② １４６

牛の移動中，牛の角が左太ももに突き刺さり，この部分の肉が裂けた。左大腿切

創、通院のみ。 （平成13年3月 午後3時頃 男性・45歳）

事故の概要

10数頭いる黒毛和牛の妊娠牛と離乳する牛の入れ替えをするために，一旦牛舎の外に

全部の牛を出した後，最初の牛（500kg，並の牛）を牛舎に戻そうとして，牛の角にロープ

を掛けて引きながら，牛舎の入り口から入ったところ，牛が面白がって頭を振った。向か

ってくる牛ではなかったので，対面しながら前に引いたところ，左足の股間の下の太もも

の所に，牛の右の角が横から入った格好になり肉がえぐられた。

太腿には血がにじんだ程度で，スースーしていたが，事故時に肉が裂けているとは気づ

かなかった。4時頃までに全部の牛の入れ替えを終了し，湿布しようと思い足を確認したと

ころ，コンニャク大

の大きさで肉が裂け

て大腿骨も見えてい

たので，病院に行く

ことにした

午後4時30分頃，

自分の車を自ら運転

して，5時頃病院着。

日曜日であったが，

すぐ診てもらえた。

ただし，傷口洗浄，

点滴・入院の指示を

され，かつ10数針縫

合され午後7時頃自

宅に戻った。

次の日から5日間くらい消毒のため通院し，1週間後に抜糸して終了した。現時点では完

治するも，傷のヒリヒリ感はある。

事故原因と対策

向かってくる牛ではなかったので，安心（油断）していた。

夕方から黒毛和牛の給餌等の仕事があるので，少し時間的な余裕がないと焦っていた。

この場所は，おばあさんも子牛に突き飛ばされている場所である。狭い牛房と違って，

牛も伸び伸びしてしまうのかもしれない。

事故後は、警戒を怠ることなく油断しないように気をつけて作業している。

角で突かれた位置
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２．肥育での事故 （２）突き飛ばされた １４７

和牛の子牛に突き飛ばされ2度にわたって肋骨を怪我した。左肋骨部骨折。一度目

は２週間、２度目は１カ月入院。

（平成14年3月と4月 いずれも午後3時頃 女性・66歳 仔牛の餌場で）

事故の概要

事故1: 餌置き場から子牛の餌場に餌を運んでいたが，牛房から子牛の餌場内へ入って

すぐの辺りで，後ろから仔牛に頭で腰を突かれて飛ばされた。事故当時，仔牛の餌場内の

外への出口の右側の壁には給餌槽が吊るして設置されており，この給餌槽に左の肋骨を打

ち付けた。給餌槽は少し高めに設置されていて、被害者の腰くらいの高さであった。

周りに人が来たときに事故にあったことを伝え，その後の作業を休んだ。次の日の午前に

病院に電話し，入院の準備をして奥さんの運転で病院へ行った。レントゲン撮影の結果，

左の肋骨1本にひびが入っていたため2週間入院した。

事故2: 退院から数日後、一度目と同じ作業中に、喧嘩をしている2頭の子牛がぶつかっ

て来て突き飛ばされ、同じく肋骨をぶつけた。

1週間ほどしてから痛みが出てきて動けなくなったため，病院に行きレントゲン撮影の結

果，肋骨が3本折れていたため，そのまま1カ月ほど入院した。

事故原因と対策

子牛の餌場が開放型になっており，牛が自由に動き回れる状態であった。本人は、「油断

していた。1回目の事故の後，安全管理について徹底しておくべきであった」と話されてい

る。

事故後の対策として、牛は人懐っこく、餌を持っていると追ってくるので、叩く、蹴る

などして追い払うようにしている。

×印の付近で牛に突かれ、矢印の方向に飛ばされた。当時は給餌槽が壁に設置されていた。
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２．肥育での事故 （３）牛の移動中 ① １４８

牛をマス間で移動しているとき、走ってきた牛に当たられ、鎖骨を骨折、入院10日。

（平成23年10月 午前6時頃 男性・37歳）

事故の概要

出荷して空いたマスに隣り

のマスに入れていた牛を移動

していた。柵の傍のある牛の

横に立っていたら、別の牛が

走ってきて、「あっ」と思った

ときにはぶつかっていた。牛

の体重はだいたい800kg程度。

「ポキッ」と肩の音がした。

牛の肩と当人の肩は大体同じ

高さであった。

負傷後、普段どおり仕事を

終え、自分で車を運転して帰

ろうとしたが、左上肢が動かなかった。右上肢だけで無理に運転し帰宅した。親の運転す

る車で事故１時間後の７時

頃、近医を受診。左鎖骨骨

折が判明したが、その医院

では手術できず、当日は痛

み止めを飲み、帰宅した。

翌日、他の医療施設で手術

した。入院は10日、通院は

週に1回を1カ月。1年後に

ボルト除去手術。

事故原因と対策

いつもは違うマスにいる

牛を同じマスに入れたた

め、夕方でもあり、牛が興

奮して、走ったと考えられる。また、和牛は普段はおとなしいため、油断して牛に背を見

せて作業したことも事故の原因と思える。

事故後は、牛が不安定になる夕方には、牛に近づいての作業（移動・牛舎床の清掃）な

どをしないようにしている。

見取り図の青い矢印で示す方向から見た牛舎

事故時の柵の
仕切り

走ってきた牛

通路

当事者

事故が起こった牛舎の見取り図
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２．肥育での事故 （３）牛の移動中 ② １４９

出荷の移動途中、ロープにつないだ牛が走り引っ張られて転倒し、肋骨を骨折

（平成元年10月の日曜日 午前中 男性・33歳）

事故の概要

隣の牛舎で和牛（自牧場では主にホルスタインを肥育）の出荷の手伝いを頼まれた。

牛舎から出荷待機場まで、牛に鼻環とロープをつけて、牛の左斜め後でロープを持って移

動していた。牛が突然走り出したが、ロープを離さなかったので、前に強く引かれて転倒

して、胸を打った。

痛かったので、すぐに妻の運転する車で近くの休日救急診療所に行った。事故からおよ

そ１時間後であった。対応が冷たく、何もしてくれなかった。その後、別の病院まで行っ

て整形外科でレントゲンを撮ってもらったところ、右肋骨が2本折れていた。痛み止めだっ

たか湿布だったかを処方してもらって夕方には帰宅。その後、通院せず。

2週間は起き上がることができず、布団の中で寝ていた。治って仕事ができるようになる

までに1カ月かかった。現在は完治。

事故の原因と対策

普通は和牛の方がおとなしいが、本人は和牛に慣れていなかった。ホルスタインはロー

プを付けると嫌がるので、移動のときは柵をして逃げられないようにし、後ろから追い立

てるので、普段はロープを使わない。

隣りの牛舎は逃亡防止柵がなく、引っ張られても、ロープを放せなかった。

事故後は、牛の移動のときは、逃亡防止の柵をしてから作業している。また、ロープを

繋いで引っ張られたら、ロープを放すようにしている。

手伝いをしていた隣りの牛舎
（すでに廃業して、現在は倉庫に

している。下図の点線矢印の方向

から撮影）

事故が起こった牛舎の見取り図

牛舎

出荷場

ロープにつないだ牛がこ
の方向に走り出し、引っ
張られて転倒



- 230 -

２．肥育での事故 （４）牛に踏まれた １５０

出荷時の牛の洗浄中、牛につま先を踏まれ第四趾末節骨粉砕骨折

（平成26年1月 午前8時頃 男性・39歳）

事故の概要

当日の朝、肥育牛の出荷のための作業をしていた。足には通常の白い長靴を履いて、

牛を牛舎から出荷待機場（距離は数十メートル）まで問題なく移動できた（肥育していた

牛舎から連れ出すとき、牛によっては狭い場所から開放されて跳ね回るものや、逆に不安

から動こうとしないもの、鼻環を付けられることを嫌がる牛もいる）。出荷待機場でブラシ

を使い牛体の洗浄をしていた。出荷待機場の柵に繋いだときから牛は少しフラフラしてい

たので、自分の体を密着させ牛を押さえつけるようにして洗浄をしていたところ、右足の

先を牛の後左足で長靴の上から踏まれ、そのまま後ろに倒れた。牛の体重は900kg程度。

右足第四趾が紫色になって出血し、隣の指も擦りむいていたが、その日は整骨院に一人

で行って済ませた。その後、出血が続き３日しても痛みがひかなかったので、近医に行っ

て、レントゲンをとってもらったところ、第四趾末節骨の粉砕骨折であることが分かった。

足の裏から当て板をして固定してもらい、３日分の痛み止めを処方してもらった。爪には

異常はないが、骨は肉がまくのを待つしかないと言われた。

事故原因と対策

牛に足の甲を踏まれるのは珍しいことではないが、今まで骨折するようなことはなく、

紫斑ができる程度で医療機関に行くことはなかった。また、牛がぶつかってきたり、蹴ら

れたりも同様で、軽い打撲などはたびたびある。

普段、たくさん歩いて靴を1カ月で履きつぶすような状況なので、価格も高い安全長靴は

重くて歩きにくく、実用上利用できない。

牛に近づい

て作業すると

きだけでも足

先を補強した

安全長靴を履

く必要があ

る。軽くて、

安全な靴と、

靴甲へ簡単に

脱着できる保

護具が望まれ

る。

牛舎

作業者牛

出荷場

牛舎

牛に踏まれた
様子を再現→
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２．肥育での事故 （５）牛に蹴られた １５１

出荷時に牛を洗浄していて、膝を牛に蹴られた。右膝外側靱帯損傷

（平成22年 午前12時頃 男性・54歳）

事故の概要

牛（ホルスタイン）を出荷場に連れて行き、出荷のために牛体にブラシをかけて洗浄し

ていたところ、右膝の外側を後ろ足で強く蹴られた。

予定通りに牛を出荷したあと、午後からは出掛けて用事を済ませたが、蹴られたところ

が痛かったので、妻の運転する車に乗せてもらって、午後4時ごろに医療センターに行った。

レントゲン撮影するも明確な診断が付かず、血を抜いてもらって帰った。医者からは「（靱

帯は）切れてはいないだろうが、伸びている」と言われた。入院も通院もせず。

事故の原因と対策

和牛に比べると、ホルスタインは日頃から人に触られることがなく、そのことに慣れて

いないことも事故の遠因と思われる。また、午後から仕事で出掛ける予定があり急いでい

たので、ブラシのかけ方がよくなかったのかもしれない、ということであった。

事故後の対策として、ホルスタインにとって、ブラシかけは、痛がることもあり、気持

ちのいい作業ではなさそうであるし、人のあせりや不機嫌などにも敏感であるので、ブラ

シがけを丁寧にしている。

また、出荷待機場を改良して、牛と自分との間に柵をはさむようにして、牛にブラシか

けをするようにしている。

牛舎から出荷場に連れて行き、牛をブラ
シで清掃していて膝を蹴られた

作業者

出荷場 牛

事故現場の見取り図

牛舎

牛舎

出荷場（点線矢印の方向から
撮影） 事故後は黄矢印の枠を挟んで作業するように改善
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２．肥育での事故 （６）牛がのしかかってきた １５２

肥育牛舎の堆肥を排出しようと、出口の30kgの鉄棒を持ち上げようとしたとき、発情

した牛が突然仁王立ちになり鉄棒にのりかかったので、一気に荷重がかかり、その場

でがくんとへたり込んだ。急性腰椎症。 （平成24年7月 午前11時頃 男性・44歳）

事故の概要

肥育牛舎（7.2×7.2）

の４頭を隣の牛舎に移

し替えて、堆肥を排出

しようとした。出口の

約30ｋgの鉄枠を持ち上

げようとした時、発情

した牛約420kg(2～3歳)

が突然仁王立ちとなり

鉄枠に乗りかかってき

た。ちょうど持ち上げ

ようとしたところだっ

たので、鉄枠に一気に

荷重がかかり、その場

にがくんとへたり込んだ。

とにかく痛みを我慢し

て作業を続け、午後から

自分で整形外科を受診、

急性腰椎症。注射を打っ

てもらい帰宅。以前から

持っていたコルセットを

してしのいだ。

事故原因と対策

出口の鉄棒を持ち上げ

る形ではなく、スライド

式にすることで余計な重

量の負担は軽減される可

能性がある。

持ち上げようとした鉄枠

事故を起こした牛舎

44歳：牛舎の鉄枠を外して、牛４頭を隣りのマスに移動す
るため、鉄枠を持ち上げようとして、その鉄枠に突然発情し
た420kgの牛が乗り、一気に加重がかかり、急性腰痛症
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２．肥育での事故 （７）削蹄中の事故 １５３

牛をつないで左前脚の削蹄を行っていて、牛が動く際、削蹄鎌で左手親指を切った。

左手親指切創。 （平成 25年 6月 午前 11時頃 男性・45歳）

事故の概要

牛舎内で、牛をつないで左前脚の削蹄を行っていて、牛が動いた際、削蹄鎌で左親指を

切った。その後、受診、何針か縫ってもらった。

後足の削蹄は蹴飛ばされる可能性が高いので、しっかりと枠にいれ脚を縛って行うのだ

が、前脚は常に枠にちょっと縛り、自分で行っている。

削蹄鎌の柄の長さは、

15cm、刃の長さ10cm、刃

幅3cm、柄の直径2.2cmで

あった。

見ていて、よほど体力

に自信がないと出来ない

作業であると思われた。

ご本人の体格は、身長18

7cm、体重85kgと大柄で、

牛をしっかり押さえて行

っておられるようであっ

た。

自分で病院へ行き受診。

数針縫ってもらった。

事故原因と対策

後足の削蹄は蹴飛ばさ

れる可能性が高いので、

しっかりと枠にいれ脚を

縛って行う。前脚も同様

な配慮をする必要がある。

左：被災者・身長187cm、体重85kg、右握力72kg、左握力60kg
右：調査員・身長158cm、体重58kg、握力両方約35kg

（体格が大きく、牛を押さえつけるほどの力あり）
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２．肥育での事故 （８）馬の事故 １５４

調教中、急に暴れて突進してきた馬に体当たりされ、左鎖骨骨骨折と左体側部打

撲傷を負った。7日間入院。 （平成25年6月 午後2時頃 男性・58歳）

事故の概要

事故当日午後に馬を市場に出すために、自宅の道路向かいにある減反中の水田（草地）

で、妻が馬の手綱（4～5m）を引いて、円形の中心に位置して調教をしていた。自分は水田

の端の道路近く（進入路付近）にいてアドバイスをしていた。

馬が何かに驚いて急に暴れだしたので、妻は手綱を引いたが（馬に負けて）手綱が緩み、

長くなって、ついに手綱を離してしまった。

馬は自分に向かって走ってきて、体当たりされた。この間1～2秒ぐらいの「あっという

間」だった。馬は自宅の厩舎の方に向かった（帰りたかったのではないかと思われる）。

妻にはケガはなかった。馬の左肩が自分の体の左側にぶつかり、道路近くのわらを焼いて

いる場所にうつぶせに倒された。

傷はなく、痛くもなかったが、触ったら左の鎖骨が折れているのが分かった。地面に倒

れて身体を打ったので、そちらの方が痛かった。

馬を厩舎に入れ、妻の運転で受診した。すぐに診察してもらえた。レントゲンで鎖骨骨

折を確認しタスキバンドを掛けられた。固定していないため接骨できず、1週間後に手術を

受けた。左鎖骨骨折、左体側部打撲と診断された。7日間入院し、その後10日に1回のペー

スで通院している。

事故原因と対策

馬は自家生産の2歳馬。体高1.5m、神経質な牝馬である。出荷前は必ず調教しているが、

このときは馬の進行方向に立っていた。一瞬の出来事で身動きが取れなかった。

また、普段、牧草のロールを並べて置いた内側で調教していたのだが、事故当時は牧草

がなくなっていた。

事故後の対策と

して。調教時は夫

婦がお互いに確認

し合い、気を付け

るようにしている。

また、馬との間

隔を長くとるよう

にし、馬と家の間

ではなく、家と反

対側に立つように

している。

馬が走ってきた方向

馬に突き飛ばされ
転んだ方向

馬の調教中、暴れた馬が突進してきて体当たりされた。


